
1 価になるが 2 価イオンにならない 

2 価になるが，3 価イオンにならない 

大きい：2 価イオンになりにくい：1 価イオンとして安定 

小さい：1,2 価イオンで留まらない：3 価イオンとして安定 

大きい：3 価イオンになりにくい 
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イオンの価数 
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6.1  ｄ元素の一般的性質 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ランタノイド  
56Ba  1s22s22p63s23p63d104s24p64d104f05s25p65d06S2 

57La  1s22s22p63s23p63d104s24p64d104f05s25p65d16S2 

58Ce  1s22s22p63s23p63d104s24p64d104f15s25p65d16S2 

 ： 

71Lu  1s22s22p63s23p63d104s24p64d104f145s25p65d16S2 

72Hf  1s22s22p63s23p63d104s24p64d104f145s25p65d26S2 

 

6.2 d 元素のイオン化 
 6.2.1 イオン化傾向 
        >   >   >   > Al > Zn >    >    >    >    >(H2)>   >    >     >     >     
     安定化のプロセス  M  → Mｎ+ +X(ｋJ) ,      Mｎ++n'H20  → [M(H20)n'] ｎ+＋Y(kJ) 
 
  
 6.2.2 d 元素のイオン化エネルギー 
  

ランタノイド 

多様な原子価 

配位化合物（錯イオン形成） 

    

    
    

  

  

  

    


